
「不登校を経験して」

　私は中学校の 3年間のうち、2年半以上学
校に行っていませんでした。いわゆる不登校
の生徒です。その後、夜間定時制高校に進学し、
現在は高校の教員をしています。自分自身が
不登校だったからこそ、教員として不登校の
生徒に対応する時に気を付けていることがあ
ります。それは、「これだけ対応策をとったの
だから、はい、登校できるでしょ」というス
タンスをとらないこと。教員の研修でも、「ど
のようにすれば不登校の生徒を登校させるこ
とができるか」というテーマで、皆で意見を
出し合うような場面があります。私も研修に
参加している立場として、いくつかのアイデ
アを述べたりはするのですが、心のどこかで
「あの時の自分は、先生にどのように対応して
もらっても学校に行けなかっただろうな…」
と思っています。そんな私の心とは無関係に
研修の議論は進み「こういう対応がよい」と
いう話になってしまいます。
　私は先生が対応を考えることも重要だと思

いますが、それと同時に本人の心の成長を待
つことも重要ではないかと思います。もちろ
ん、何もしないことが正解だと言っているわ
けではありません。しかし、本人の「登校し
よう」という気持ちが出来上がる前から、外
堀を埋めて、「さあ、登校できるはずだ」とい
うスタンスは、良い結果を生まないことがあ
ると思っています。当時の自分のことを思い
出すと、そうやって外堀が埋められた時は、
いくつも「学校に行けない理由」を考えたも
のでした。無理やり考えた「行けない理由」
は自分でも真実かどうか分からないものもあ
りました。
　不登校経験のある一人として、言わせてい
ただければ、「どうしても学校に行けない時期
というのがある」ということを理解してほし
いです。時間がたてば、登校してみようかな
という心の変化もあるので、今、どうしても
解決しようとせずに、ゆっくり見守るスタン
スも大事ではないかと思っています。
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　著者は、筑波大学 4年の時、女子バスケッ
トボール全日本大学選手権優勝の経験を持つ。
この彼女が全国の中学校、高校で部活につい
ての生徒や先生の取材を行った。そして「部
活は誰のものなのか」と言う問題提起をして
いる。部活で仲間を作ったことが「宝物」と
返答する高校生がいる。一方部活で顧問の暴
言、暴力で精神的に傷つけられ、自殺した子
もいる。表面に出てこない部活での人権侵害
や暴力、長時間練習などを著者は「ブラック
部活」と書いている。それは、過労死寸前ま
で部活を担う教師にとっても「ブラック部活」
である。ブラック部活は、ブラックバイト、
ブラック企業とつながると警告する。　　

　ブラックの種になるのは、体罰や暴言が指
導に必要と思い込んでいる顧問、厳しい指導
が成功につながると信じる保護者、部活を何
らかの道具にしようとする学校で、その三者
が一体になってブラック部活という巨木を支
えてきたと指摘する。
　勝利すること、一位になることが重視され
る「結果主義」、そしてわが子さえよければと
考える「わが子主義」を卒業するように教育
関係者に意識改革を提言する。
　この本で紹介しているプロサッカーコーチ
の池上正さんの「子どもをぐんぐん伸ばす 11
の魔法」は、部活指導者だけでなく、教育全
体に言い得る教訓だなと思った。

「部活があぶない」
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